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広域の位置付け
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２ . まちの空間構成

＜現況＞

・ 深沢地区周辺には、 大規模な産業施設や研究

施設、 住居エリアが展開しています。

・ 地区の西側の藤沢市域に、 JR 東日本東海道本

線の新駅を取り 囲む村岡地区の新し いまちづく

り が計画さ れています。

・ 鎌倉市の新たな防災拠点として、 大船拠点・

鎌倉拠点と の連携が期待さ れています。

＜方針＞

・ 深沢地域整備事業の土地利用計画（ 案） を基

本とし 、 周辺地域と の連携も 考慮し た土地利

用を図るととも に、 ４ つの実現方針（ 賑わい、

移動、 防災・ 環境、 緑・ 景観） に従い、 まち

の骨格を形成し ます。

＜現況＞

・ 古都中心部を囲む歴史的風土保存区域から、

深沢地区の背景を織り なす天神山地区、 等覚

寺地区などの特別緑地保全地区にかけて、 本

市の豊かな緑が連なっています。

・「 鎌倉市緑の基本計画」 において、 本地区の

まちづくり 計画に沿って、 緑化施策を講じ てい

く べき区域として位置付けています。

＜方針＞

・ 深沢地区の新し いまちづくり において、 周辺

地区と 地区内を 緑のネット ワークでつなぎ、 緑

に守られるまち並みの創出を図り、 藤沢市村

岡地区と の連続性にも 留意し た景観を生み出

し ます。

＜現況＞

・ 平成 30 年（ 2018 年） 12 月には、 神奈川県、

藤沢市、 鎌倉市で藤沢市村岡地区・ 鎌倉市深

沢地区のまちづくりと 村岡新駅設置について

合意し 、 令和４ 年（ 2022 年） ３ 月には、 神

奈川県、 藤沢市、 鎌倉市、 東日本旅客鉄道株

式会社で、 新駅設置等に関する基本協定を締

結し まし た。

＜方針＞

・ JR 東日本東海道本線新駅と 湘南モノ レ ール湘

南深沢駅を ２ 次交通でつなぎ、 藤沢市村岡地

区と の連続性を生み出し ます。

・ 自動車交通を地区周辺に誘導すること により、

シンボル道路における歩車分離を図ります。

緑のネッ ト ワーク 最先端ヘルスケア産業の集積地

交通ネッ ト ワーク 広域土地利用

＜現況＞

・ 神奈川県、 藤沢市、 鎌倉市、 湘南ヘルスイノ

ベーショ ンパーク、湘南鎌倉総合病院の５ 者は、

令和元年（ 2019 年） ５ 月 15 日に「 村岡・ 深

沢地区のヘルスイノ ベーショ ン最先端拠点形成

等に係る連携・ 協力に関する覚書」 を取り 交わ

し まし た。

＜方針＞

・ 神奈川県、 藤沢市、 鎌倉市、 湘南ヘルスイノ

ベーショ ンパーク、 湘南鎌倉総合病院の５ 者が

連携・ 協力すること により、 持続可能な地域社

会のリ ーディ ングエリアの構築を図るととも に

健康寿命の延伸やヘルスケア分野の産業創出

を 図ります。
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2-1. まちの空間構成の考え方
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凡例

シンボル道路（ 仮）

3 つの南北軸

交流広場

外周道路・ 区画道路

敷地内回遊動線

敷地内オープン スペース

凡例

シン ボル道路（ 仮）

3 つの南北軸

交流広場

外周道路・ 区画道路

敷地内回遊動線

敷地内オープン スペース

主なオープンスペ―スの概ねの位置

鎌倉市の拠点地域と の連携

オープンスペースの骨格

　 まち 全体のオープン スペース （ 公共空間と 民地内空地） を 以下のよ う な骨格で形成し 、 公共空間

のみなら ず、 建物部分を 除く オープン スペースを 緑豊かで多様な市民が活動する 「 場」 と し て整備

し ます。

主なオープン スペース

❶シン ボル道路（ 仮）（ シンボル軸）

　 　 深沢地区の屋外活動を 担う 象徴的な道路

❷３ つの南北軸　

　 ・ 駅前空間

　 　 交通・ 情報発信の中核と なり 品格のある 駅前空間を

　 　 つく る軸

　 ・ 緑豊かな空間

　 　 多様な市民活動やまち の防災の拠点と なる軸

　 ・ 柏尾川沿い空間

　 　 柏尾川沿いの顔と し て開かれた景観を つく る 軸

❸４ 拠点　 ： 交流広場

　 　 市民の出会いと 交流を 生む拠点と なる 広場

❹街路空間 : 区画道路

　 　 植栽や照明などにより まちの景観の骨格をつく る

　 　 街路空間

❺敷地内回遊動線（ オープン スペース含む）　

　 　 まち の各拠点を つなぎ地区内の回遊性を 高める 動線

　 深沢地域整備事業の土地利用計画（ 案） を基

本とし 、 周辺地域と の連携も 考慮し た土地利用

を図るととも に、４ つの実現方針（ 賑わい、移動、

防災・ 環境、 緑・ 景観） に従い、 まちの骨格を

形成し ます。
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（１）ゾーニングの考え方 （２）オープンスペースの考え方

2-1. まちの空間構成の考え方
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交流広場

交流広場

交流広場
交流広場

湘南深沢駅

低層商業等

新庁舎・ 消防本部

賑わいゾーン

（ 業務商業地区）

グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン

（ 行政）

イ ノ ベーショ ン 交流ゾーン

（ 業務商業地区）

２ . まちの空間構成

現土地利用計画（ 案） の街区配置を 想定し たゾーニン グ

都市型住宅等

低層商業等

スポーツ 交流・ 防災拠点

（ グラ ウン ド ）

公園

低層業務・ 商業

業務施設

都市型住宅等

業務・ 商業施設

商業施設

柏尾川

新駅方面

低層業務・ 商業

業務施設

公共的広場へ

商業施設前のオープンカ フ ェ のイ メ ージ

緑豊かな活動空間のイ メ ージ

親密感のある街路景観のイ メ ージ

　 商業施設の前の開けた空間を 利用し 、 朝市や

フ リ ーマ ーケッ ト 等のイ ベン ト や日常的な オー

プン カ フ ェ の空間と し て、 賑わいを 創出し ます。

　 両側沿道で互いに見る 、 見ら れる 関係がう ま

れる こ と によ り 、 一体的な賑わいを 創出する と

と も に、 親密感のある 街路景観を 形成し ま す。

交流広場には、 イ ノ ベーショ ン 交流の受け皿と

な る 施設が面する など、 賑わいと 交流を 誘発し

ます。

　 新庁舎など の行政施設と 、 壁面後退によ り う

ま れる 前庭空間が緑豊かな活動空間を 提供し ま

す。 住宅地には低層の賑わいと 一体と なっ た魅

力的な歩道空間を 創出し ま す。 街路樹、 背景と

な る 丘陵と 建物の緑化が一体と なっ て鎌倉ら し

い自然環境を 創り ます。
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２-2. オープンスペースの整備方針

（１） シンボル道路（仮）

賑わいゾーン イ ノ ベーショ ン交流ゾーン

グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン

空間ゾーニング（ 案）
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＊サード プレ イ ス： 社会学者レイ ・ オルデンバーグ提唱の概念。 家庭や職場での役割から 解放さ れ、 一個人と し てく つろ げる場。

商業施設

業務施設

業務施設

賑わいゾーン イ ノ ベーショ ン交流ゾーン

柏尾川に向かっ て開放的な景観の形成

対面の賑わいを 感じ ら れる距離感の確保

低層部商業の賑わい
歩道空間ににじ み出し た賑わい

壁面後退によるイ ベント 等賑わい空間の確保

位置図

商業施設周辺の賑わいのある

空間形成

野外業務スペースやサード プレ

イ ス * 促進

ヒ ュ ーマン スケールな商業街

区内の通路

予期せぬ出会いを生む交流広場壁面を 活用し た映画上映 リ ビングラ ボ活動鎌倉文化イ ベント の発信 多様な社会実験の場

( 次世代交通・ 健康増進 )

　 街路樹の緑や統一感のある 舗装によ っ て連続する 景観を つく る と と も に 、 各ゾーン に沿道の用途

にあわせた特徴あるまち 並みの形成を 図り ます。

　 賑わいゾーン では、商業施設の壁面後退空間を 活用し たイ ベン ト やオープン カ フ ェ 等により 、日常・

非日常と も に活力あふれる まち 並みを 目指し ます。 また、 柏尾川や背後に連なる 山並みへの眺望を

活かし た開放的な空間形成を 図り ます。

　 交流広場は、 業務施設と の一体性によ り リ ビ ン グラ ボの舞台と なる イ ノ ベーショ ン 機能を 持つ広

場と し て整備し ます。

　 イ ノ ベーショ ン 交流ゾーン では、 業務施設の壁面後退空間や交流広場を 中心に、 リ ビ ン グラ ボや

社会実験の実施などイ ノ ベーショ ン を 誘発する 活動の展開を 図り ます。 また、賑わいゾーンと グリ ー

ン・ ウェ ルネスゾーンを 繋ぐ 動線と し て、 様々な人々の交流を 生み出す滞留空間の整備を 図り ます。
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（２） シンボル道路（仮）

賑わいゾーン

賑わいを 生み出す空間イ メ ージ 交流を 生み出す空間イ メ ージ深沢ら し い空間、 活動イ メ ージ 活動、 アク ティ ビティ イ メ ージ

イ ノ ベーショ ン交流ゾーン

２-2. オープンスペースの整備方針

空間イ メ ージ
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グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン

緑化さ れた建物

住宅

街路樹

低層部商業と 壁面後退の賑わい

壁面後退による前庭の創出

車・ 公共交通を兼用する場合

時間帯別で運用する場合

歩行者・ 次世代公共交通主体で運用する場合

位置図

＊デマンド バス： 自宅または停留所などから の要請に対応する形で乗客を 集め、 目的地まで運行する要請対応型のバスのこ と 。

　 グリ ーン ・ ウェ ルネスゾーン は、 行政施設や低層商業施設の壁面後退空間及び交流広場を 中心に、

地域住民の日常交流を 育む空間の整備を 図り ます。 また、 グラ ウン ド や駅前公園などのオープン ス

ペースと 一体と なっ た健康活動拠点を 形成する こ と で、 ウェ ルネスなまち づく り を 推進し ます。

緑、 自然の中で学び、 健康を

育む空間

多世代のためのオープンスペース まちの賑わいや交流を 生む

エリ アマネジメ ント 活動

地域のア イ デン テ ィ テ ィ を 強化

するイ ベント

　 土地区画整備事業で は標準的な 断面構成で整備し 、 建築物の低層部分や壁面後退部と 一体と

なっ て利用でき る 歩行者空間を 両側に確保し ます。

　 中期的には社会実験を 重ねる など、 課題と 実現性を 確認し ながら 、 車道部分の一般車両を 制限

し 、 コ ミ ュ ニティ バス、 デマン ド バス * などの公共交通レ ーン を 時間帯別で運用する こ と につい

ても 検討し ます。 さ ら に、 長期的には中央部分は歩行者や公共交通、 スロ ー交通主体の走行レ ー

ン と し 、 道路全体でのイ ベン ト 実施などの運用を 構想し ます。

　 一般車両の通行を 運用する 場合は、 交差点右折シフ ト 区間においては歩行者有効幅員を 民地の

歩道状空地で確保する必要があり ます。（ 高木植栽スペースを 最低 1.0 ｍ確保する ため）
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グリ ーン・ ウェ ルネスゾーン

自然の中で健康を 育む空間イ メ ージ 活動、 アク ティ ビ ティ イ メ ージ

２-2. オープンスペースの整備方針

シンボル道路︓将来の断⾯構成イメージ
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湘南深沢駅

水と 触れ合う 広場空間

ステージ

モビリ ティ ハブ

商業空間と 一体的な
テラ ス空間

多様なアク ティ ビティ がう まれる
交流広場

周辺コ ミ ュ ニティ から の
アク セス

泣塔

新庁舎

消防出入口

公共交通

車

シン ボル道路（ 仮）

モビ リ ティ ハブ

パーソ ナルモビ リ ティ ・ スロ ー交通・
シェ アモビ リ ティ

交通広場

交通広場

湘
南

深
沢

駅

交流広場

新庁舎前の広場のイ メ ージ

シェ アモビリ ティ

マルシェ などの地域イ ベント の開催

緑豊な駅前空間

シェ アスク ータ ー／サイ ク ル

リ ビングラ ボ活動

情報発信スク リ ーン

地域のお祭り

交流広場のイ メ ージ

位置図

　 湘南モノ レ ールに沿っ て連続する 交通広場と 交流広場の公共空間で構成さ れます 。 深沢地区のア

イ デン ティ ティ を 表す、 品格のある まち の顔と し て一体感のある 「 駅前空間」 を 整備し 、 市民等に

よ る 多様な深沢ら し い活動の場と し て活用する と 同時に、 地区内交通や情報発信機能の中核と なり

ます。

　 また、湘南モノ レ ール湘南深沢駅が立地する 交通面の特性を 生かし 、地区内の移動を 支える スロ ー

交通を 含むモビ リ ティ ハブを 充実さ せ、 地域内外を つなぐ 起点と し て整備し ます。

多様な公共施設に囲まれたまちの顔

駅直結のモビ リ ティ ハブ

鎌倉地産地消マルシェ 等地域イ ベント

オープンスペースと 連続する駅前広場

まち のスロ ー交通シェ アリ ン グ

多様な地域活動 鎌倉交流イ ベン ト 発信

地域に発信する 情報共有の場

I. ま
ち

づ
く

り
コ

ン
セ

プ
ト

編
II. ま

ち
づ

く
り

ル
ー

ル
編

III. エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
編

２-2. オープンスペースの整備方針

（３）品格のある「駅前空間」

整備方針と 空間イ メ ージ

品格のある空間のイ メ ージ

まちの玄関口と し ての機能イ メ ージ

公共施設と 連携し た深沢ら し い活動イ メ ージ
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様々なアク ティ ビティ を
許容する滞留空間

ウォ ーキングコ ース

店舗・
オープンカ フ ェ 等

レ イ ンガーデン
親水空間

泣塔
グラ ウン ド

エリ アマネジメ ン ト
拠点

店舗・
オープン カ フ ェ 等

店舗・
オープン カ フ ェ 等

交流広場

公共的広場

公園

芝生のグラ ウンド

下関防災公園

健康的な活動

バイ オスウェ ルレイ ンガーデン

交流広場のイ メ ージ

ジョ ギングコ ース舗装

エリ アマネジメ ント 拠点のイ メ ージ

位置図

　 ウェ ルネス、健康、スポーツ 等のアク ティ ブな活動を 中心と する 広い緑の空間の「 グラ ウン ド 」 と 、

周辺の商業・ 業務の賑わい空間に囲まれた「 公共的広場」、 その２ つの大き なオープン スペースを つ

なぐ 「 公園」 で構成さ れる 、「 緑豊かな空間」 を 整備し ます。

　 街の中核と な る「 交流広場」 にはエリ アマネジメ ン ト 拠点を 整備し 、 市民に多様な活動の「 場」

を 提供すると 同時に、 まち の防災拠点の役割も 果たし ます。

　 建物などのまち 並みを 楽し みながら 歩く こ と ができ る 東西のシン ボル道路（ 仮） と は異なる 趣と

し て、 水と 緑の環境に囲まれた南北の歩行者動線を 創る こ と で 、 まち づく り のテーマである ウェ ル

ネスを 支える 、 変化に富んだ動線を 整備し ます。

多様なスポーツ、 イ ベント の場

まち の防災拠点（ 広場・ 調整池 )

グラ ウンド 活用し たスポーツ 活動

イ ンフ ラ と し ての機能雨水集約機能

自然環境の中での多様な賑わい活動

ウォ ーカ ブルなまち を支える 機能
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２-2. オープンスペースの整備方針

（４）まちの多様な活動の場となる「緑豊かな空間」

整備方針と 空間イ メ ージ

まちの多様な活動の場、 空間イ メ ージ

機能イ メ ージ

自然と 健康志向が融合し た活動イ メ ージ
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テラ スから の眺望

ウォ ーキングコ ース

柏尾川沿いの並木

柏尾川に面し て
オープンカ フ ェ 等の
賑わい用途を 設置モビリ ティ ハブ

商業施設

交流広場

柏尾川

宮前公園等への
眺望

モビ リ ティ ハブ

パーソ ナルモビ リ ティ ・ スロ ー交通・
シェ アモビ リ ティ 開放的なテラ ス空間

シェ アモビリ ティ

こ ども 向けのイ ベント

並木の景観スポッ ト

シェ アスク ータ ー／サイ ク ル

水面を 眺めるテラ ス空間

賑わいを 誘発するイ ベント

地域のお祭り

位置図

交流広場のイ メ ージ

　 西側道路や JR 東日本東海道本線新駅等から 地区にアク セスする 際のまち の顔と し て象徴的な空間

を 形成し ます。

　 柏尾川やさ ら にその西側に広がる 自然景観に対し て 、 眺望を 尊重し たオープン スペースや眺望点

づく り によ り 、 開かれた景観を 確保し ます。 交流広場には地区内外の交通の基点と なる モビ リ ティ

ハブを 設ける こ と で、 地区内外のアク セス性を 高めます。

　「 ウォ ーカ ブルなまち 」 と し て、 川沿いから シン ボル道路（ 仮） へ人々の動き を 誘導するよ う な空

間整備や多様な仕掛けを 進めます。

屋上テラ ス等柏尾川への眺望空間

駅につながる モビ リ ティ ハブ

親水空間を 活用し たイ ベン ト

柏尾川沿いまでつながる並木

まちのスロー交通シェ アリ ング

鎌倉文化イ ベン ト 発信

柏尾川を 眺めるデッ キ、 テラ ス空間

壁面を 活用し た映画上映
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２-2. オープンスペースの整備方針

（５） まちの顔となり開かれた景観をつくる「柏尾川沿い空間」

整備指針と 空間イ メ ージ

開かれた景観が楽し める空間イ メ ージ

まちのナビゲータ ー空間と し ての機能イ メ ージ

公共施設と 連携し た深沢ら し い活動イ メ ージ
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自転車通行帯

道路境界 道路境界 道路境界道路境界

自転車通行帯

SCALE1:200 SCALE1:200

緑化さ れた建物

街路樹

商業・ 業務施設 商業・ 業務施設

低層部商業と 壁面後退の賑わい

位置図

　 外周道路と 街区内の区画道路は植栽や照明等を 整備し 、 良好な街路景観と 歩行環境を 形成する と

と も に、 植栽基盤を 活用し たグリ ーン イ ンフ ラ の整備など、 環境負荷の低減を 図り ます。

　 外周道路上のまち かどには、 深沢地区の入口を 表すシン ボルツ リ ーや周辺案内サイ ン などを 配置

し 、 周囲と の歩行者ネッ ト ワーク を 形成し ます。

　 深沢地区を 代表する象徴的な道路と し て、 交通やグリ ーンイ ン フ ラ 等の機能を 確保する と と も に、

市民の屋外活動の場や高質な都市景観の形成を 図り ます。

　 地区内の南北を 貫く 車両動線と し ての機能を 確保する と と も に 、 沿道の業務施設や商業施設と 一

体と なっ た歩行環境を 形成し 、 まち の回遊性を 高めます。
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２-2. オープンスペースの整備方針

（６） 街路空間

シンボル道路（ 仮）： 幅員 20m 地区内区画道路： 幅員 12m

整備指針と 空間イ メ ージ
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既存建物モノ レ ール

交流広場

商業施設

自転車通行帯
柏尾川
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位置図

　 湘南モノ レ ールに面し て街路樹を 植える こ と で構造物などの圧迫感を 軽減する と と も に 、 駅前に

緑豊かな街路景観を 形成し ます。 また、 交通広場、 交流広場と 一体と なっ て広々と し た歩行環境や

滞留空間を 形成し ます。

　 商業施設沿道に街路樹を 植え 、 良好な街路景観を 形成し ます。 また、 施設と 一体と なっ た眺望空

間や滞留空間を 設ける こ と で 、 柏尾川沿いの見通し の良い環境を 活かし 、 開かれた歩行環境を 形成

し ます。
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東側道路： 幅員 18m

２-2. オープンスペースの整備方針

西側道路： 幅員 18 ｍ
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位置図

　 公共的広場を 中心と し て、 既存の住宅地に対し て開けた空間を 確保し ます。 また、 道路の拡幅や、

歩道空間を 拡充し 、 深沢地区の回遊性を 高める 空間と し ます。

　 上町屋天満宮や周辺の住宅地に面し てグラ ウン ド や緑地を 設け、 緑の連続性を 高める と と も に、

人の行き 来を 促す空間と し ます。
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南側道路： 幅員 12m北側道路： 幅員 12m
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凡例

敷地内回遊動線

シンボル道路（ 仮）

敷地内オープンスペース

商業施設内憩い空間

界隈性のある小路 住宅地内通路

建物に接続する立体回遊動線

上図はイ メ ージであり 、 建物等の具体的な計画を 示すも のではあり ません。

今後の検討によっ てイ メ ージは変更と なる可能性があり ます。 また、街区内の敷地内回遊動線の経路、

敷地内オープンスペースの位置についても 確定し たも のではあり ません。

商業施設屋内通路

商業施設内憩い空間

住宅地内中庭

　 敷地内の通路や小路を 活用し 、 ループ状に歩行者ネッ ト ワーク を 形成する こ と で 、 まち の各拠点

を つなぎ地区内の回遊性を 高めます。

　 敷地内回遊動線上の各所にポケッ ト パーク や中庭など 、 敷地内オープン スペースの整備を 促進す

る こ と で、 市民や施設利用者にと っ て身近で日常利用し やすい交流拠点の形成を 図り ます。

　 また、 敷地内回遊動線がシン ボル道路（ 仮）、 グラ ウン ド 、 公園、 公共的広場を つなぐ 歩行空間と

も 連続するこ と でまち 全体の歩き やすさ の向上を 図り ます。

建物間の接続、 建物に接続する 立体回遊動線

小路

商業施設屋内通路

住宅地内通路

グラ ウン ド

新庁舎泣塔

広場

公園
湘南深沢駅

駅前広場

上町屋特別緑地保全地区
三菱電機㈱
鎌倉製作所

湘南ヘルス
イ ノ ベーショ ン パーク

神戸製鋼所
藤沢事業所

等覚寺特別緑地
保全地区

公共的広場

公園

新駅

宮前公園

シン ボル道路（ 仮）
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２-2. オープンスペースの整備方針

（７） 敷地内回遊動線とオープンスペース

敷地内オープンスペースの空間イ メ ージ

敷地内回遊動線の空間イ メ ージ整備指針と 空間イ メ ージ


